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地理院地図の利用方法について 

マイ・タイムラインノートのステップ１で利用する「①地形図」、「②標高図」、「③地形

（治水地形分類図）」について、地理院地図から作成する方法を以下に記載する。

① 地形図「1. 地区の特性（知る）」

1-1 地理院地図（http://maps.gsi.go.jp/）にアクセス
1-2 サイト左上の「情報」ボタンをクリック



1-3 サイト上の「例：」にご自身の地区を入力（〇〇市〇〇町）

1-4 ご自身の地区を選択

〇〇市〇〇町（ご自身の地区を入力） 



1-5「ベースマップ」ボタンをクリックし、「標準地図」を選択

1-6「i」ボタンをクリックすると、「凡例を表示」のボタンが表示される



1-7「凡例を表示」ボタンをクリックして、「タイル一覧」を表示



1-8「標準地図（25000）凡例」ボタンをクリックして、「凡例」を表示

凡例



1-9 サイト右上の「機能」ボタンをクリック。



1-10 「ツール」＞「画像として保存」を順にクリックして、名前を付けて画像を保存。

1-11 保存した画像ファイルをマイ・タイムラインノートに挿入して貼り付ける。

（＊）出典は、「国土地理院」または「地理院タイル」等と記載していただき、地理院タイ

ル一覧ページ（http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）へのリンクを付け
てください。



② 標高図「３. 地形の特徴から学ぶ（知る）」

2-1 地理院地図（http://maps.gsi.go.jp/）にアクセス
2-2 サイト左上の「情報」ボタンをクリック



2-3 サイト上の「例：」にご自身の地区を入力（〇〇市〇〇町）

2-4 ご自身の地区を選択

〇〇市〇〇町（ご自身の地区を入力） 



2-5 「トピック」ボタンをクリックし、「色別標高図」を選択

2-6 「i」ボタンをクリックすると、「凡例を表示」のボタンが表示される



2-7 「凡例を表示」ボタンをクリックして、「凡例」を表示

凡例



2-8 サイト右上の「機能」ボタンをクリック

2-9 「ツール」＞「画像として保存」を順にクリックして、名前を付けて画像を保存



2-10 保存した画像ファイルをマイ・タイムラインノートに挿入して貼り付ける。

（＊）出典は、「国土地理院」または「地理院タイル」等と記載していただき、地理院タイ

ル一覧ページ（http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）へのリンクを付け
てください。海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用して作成。



③ 地形（治水地形分類図）「3. 地形の特徴から学ぶ（気づく）」

3-1 地理院地図（http://maps.gsi.go.jp/）にアクセス
3-2 サイト左上の「情報」ボタンをクリック



3-3 サイト上の「例：」にご自身の地区を入力（〇〇市〇〇町）

3-4 ご自身の地区を選択

〇〇市〇〇町（ご自身の地区を入力） 



3-5 「全て」ボタンをクリックし、「主題図」を選択



3-6 「治水地形分類図」を選択



3-7「更新版（2007～2014年）」を選択



3-8 「i」ボタンをクリックすると、「凡例を表示」のボタンが表示される



3-9 「凡例を表示」ボタンをクリックして、「凡例」を表示

凡例



3-10 サイト右上の「機能」ボタンをクリック
3-11 「ツール」＞「画像として保存」を順にクリックして、名前を付けて画像を保存

3-12 保存した画像ファイルをマイ・タイムラインノートに挿入して貼り付ける。

（＊）出典は、「国土地理院」または「地理院タイル」等と記載していただき、地理院タイ

ル一覧ページ（http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）へのリンクを付け
てください。海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用して作成。



（＊）初期の治水地形分類図は、作成から 30年以上経過しており、背景図の情報が古くな
っていることなどから、平成 21（2009）年から 10ヶ年計画で治水地形分類図の更
新を行っている。現時点での治水地形分類図の整備状況を下図に示す（2017年 4月
現在）。図名一覧（http://www.gsi.go.jp/bousaichiri/fc_list_a.html）


